
音程動態測定による大阪・東京アクセントの一考察

要 旨
( 1 ) 測定の方法は 自然な 発音 に よ る 大阪東京出身 者 556 単語を録音
し， ペ ン オ シ ロ で記録， 波形にした。 母音を 構成す る 各 波 長 を 測
り ， c/s 1<::直 して母音内で音程が ど う 変化して い くかその動態 を 捉
える た め， 三つ波を隔て た前後の音程差 (比) を 出し， そ の 差1. 09 
以 上を示す下降音程動態と見 ら れ る 拍の前1<::所謂 ア ク セ ン ト 核が あ
る とわ か り そ の方法で大阪東京ア ク セ ン ト を比較した (図 1 ， 表 1
・ 2 )
( 2 ) 東京大阪ア ク セ ン ト の 相違を 捉え る た め に ア 「 カ チ ャ ン， ム
「 ラ 「サキ， タ 「テ 寸モ ノ (大阪た て 1 も の) ベ「 ン ゴ寸 シ (ベん「ど寸し)
イ 「キ オ 「 イ (し、 き お 刊、) カ 「 タ マリ (かた ま り ) その他あくる ひ1ィ等
の 音程動態を比較した 。 (表 3 ， 4 ，  5 ) 更に そ れ ら の ア ク セ ン ト
裂の第 1 ， 2 拍の音程差を， 同ーの型を持っすべて の 単語の合計平
均 で示したのが表 6 で あ る 。 頭高ア， に お い ては東京大阪に差は認
め ら れな いが， 二高ア， に お い て は東京の方が第 1 ， 2 拍 の 音程差が
大 で あ る 。更に ， 音程動態 の わ ずかな ちがい が， ア 型 を 左右す る 例

杉 藤 美 代 子
を ， 表 7 1ζ示した 。 テ ープ レ コ ーダーを お そ ま わ しして聞くと， そ
の実態が き き とれ る 。

( 3 ) に ん じ「ん， も ぐ 「 ら 「 も ち等の音程は， そ の 拍 だ け 高い の か，
次第に高くな る の か， 又 は その拍の前から 高い の か， そ の実態を示
すのが， 表 8 (1) 1I 及び表 9 で あ る 。 表 8 で は大 阪 A氏とN氏のにん
じ「ん型発音を， 表 9 で は も ぐ 「 ら 「 も ち型の単語 で 東 京 で は oro
O'OO型1<::発音 さ れ る も の を 選んで比較した 。 表記とし て は 柴田
氏のoooro， ooro .，ooが その実態を も示すと思 わ れ る 。 卜
「 モ ダ チ とオ 「 ト オ ト の 相違は， 音素の組立ての相違から くる ちがい
と混同 せ ぬ よ う に す る 要があ る 。 又 「句頭の音調」 として第 1 拍の
低を否定す る 考え方に は 疑問があ る 。
( 4  ) 音韻論の 背景に は実験資料が多く準備さ れ る べ き で あ る 。 ア ク
セ ン ト の 理論は数値で説明で き る が， 常 lζ 枠から は み 出る も のがあ
り それが言語の性質 で あ る こ とも 承知すべ き だ。

構 成
1. 1 ， 測定の方法
2. 1 ， 音程動態とア ク セ ン ト
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2. 2， 大阪東京アクセ ン ト の比較
2. 3， 音程動態のわ ずかな ちがい がアクセ ン ト を 左右す る 場合

3. 1， /1ζ ;ん万丈/か/1 ζ 万古X/か/に ん じ丈/か
3 . 2， / ト 「モ ダチ /と/オ 「 ト オ ト /
3.3， /o r /は 句の音調か
4.1， 昔飢論と実験資料

1. 1， iJtlJ定の方法

アクセ ン ト の音韻論的研究は数多 く な さ れ京 阪東京アクセ ン ト 等
憶 に つ い て も 優れ た 研究が積重ねら れて 来た が， 音韻論の背景に は ，
ヤ 多 くの実験的資料が用意さ れ る 必要があ る と思われ る の で， 乙 乙 lζ
Q その一部では あ る が提供 し ， 私見を述べ さ せ てい た Y く 。( 1 )  
入 資料は， 新アナ ウ ン ス 読本アクセ ン ト の項所"求 1 拍語� 6 拍語� 

の 556 単語を， 大阪， W京出身者に 発音 して も ら い， な る べく自然、、
� な 発音を録音 し ， それを ， ソ ニ ー の 虻(Ht!j:土提供の ペ ン オ シロ に か長 け て波形に変え後述の 方法で音程をlii し た 。
援 インフォーマントは， 大阪方言は， 船場で代々結納品の卸尚を営

+< む荒木氏(30才)と， 大阪南出身の西村氏(50才)， 東京方言は，i 代々版下町凶む技術者寺西氏(30才)である。 三氏のものはそ
U 制 れぞれ55 6 単語測定 し た 。 又， 同級の測定を以前に し た 船場の 賞金
原玉
�tn 
議
問�:a 

属前熊谷氏(49才)， 佐々 木氏等の資料も 表 1 では 扱 っ て いる 。
実験開いた 機械， ペ ン オシロ は ， 7t ( ln伽c) で録音 し た テ ー

プを 0 . 03倍の速度lζ終とし， 予言声を波形lζ変えて 熱 ペ ン で カ ーデ

ィ オ グラ フペーパーに (心屯凶のよ う に) 記録する。 1 秒を 1， 000

mm の 長 さ に で き るのが一つの特長であ る 。 図 1 は ， 上が東京 (ka

rtaka'na)の (ka'na)の 部分， 下は 大阪(katakarna)の (karna)
の 部分であ る 。

最初は 1 つの 母音の音程何 c/sとい う よ う に見てい たが， アクセ
ン ト 別 に よ り 母音内で音程lζ変化 の あ る 乙 とに 気づ き ， 次第lζ測定

法が細か く な り ， 今の よ う に 各母音を 桃成す る 各 校長を一つずつ測
定 す る と とに な っ た 。 図の下J Tmmの 右iζ 並んだ数字 が それ で あ
る 。 二段目100 台の数字は， その 一つ一つ の波長を サ イ クノレバー セ
カ ン ド に 直 し た も の であ る。 言 う ま でも な いが， 数の大き い方が音
程が高い の でその数を右へ)1民に た ど っ て い た Y く と音程の変化がわ
かる 。 三段目の小数 は ， その音程が母音内でど の程度下降又 は 上昇
し て い る か平ら かその度あい を調べ且， 音程の異 る iA氏B氏C妓(? ) 
のアクセ ン ト 」 を も 客観的に音程変化と し て 捉え る た めに算出 し た
音程差 (比) であ る 。 ( 乙 の 杭で女性の声を 扱わ な い の は 音程高い
た めに 波長み じ かく測定がやり に くし、ばかり でな く表 に 並べ き れな
いためであ る 。) ζれは， 三つ訟を隔てた前後の音程を比較 し て い
る 。ζれも色々と試み た が 粘日ζの 方法が， 個人別， 各 拍別'4fに か
かわ ら ず， 音程動態を 把握す る に一番便利な 方法と思われ る 。 音程
差の数 字中 1 . 09以 上の 差を示す も の， それは， 下降音程動態であ

る 。 ノ矢印は上昇の 場合で， 矢印のな い も のは下降 (又は平 ら ) と
ど ら ん い た だ き た い。

亡コ内の数字は各拍の音程の 高い も の を その後の拍の高い も の と
比べて 出 し た 音程差 (比)であ る 。 く 印の 湯合は後の j自の方が音程

日く， >印の 時は その ïlíjのjjの音程が高いと とを あ ら わす。 ζ の比 ロ
絞は ， 表中では① ②， ② ③と いう 項l ζ 山て いる 。 下の ( ) 内



数字は振析で， mm， 舟音の強さを あ らわす。

k [aJ の 部分は両者とも に下降動態でな く ， 上 の 東京 n [aJ の 部

分 では明ら か に 下降動態 を 示す。[kartaka ' naJ の ['naJ であ る 。
(図に は な い が は じ め の [kaJ と[taJ の差は， 1 . 24くであ る 。)

下の n[aJ は 平ら に 近 く ， やや上昇 し て い る 。 わ ずか な 上昇で も
語 の 終りに近い部分の上昇は 耳立 っ て き とえ る 。 (図lとは な い が は
じ め の [kataJ の 部分の ① ②の差は 1. 03く であ る 。)

以下の表では， T， 即ち波長測定の数値は 省略 し て c/sの項以下
を 苫き ， その後の 表では音程差だけを 示すよ う に な る の で， ど了承
い た だ き た い 。 又， 表又は文京中 で， 大阪方言と東 京方言 の 区 別
を ， 前者は 「ひらがな」 で， 後者は 「カ タ カ ナ 」 で し て い る。 大阪
は/お お さ 「か/であ り， 東京は / ト 「オキ ョ オ/であ る 。 ア ク セン ト 7(3 ) 
ーク は ， 大休ICお い て 柴田武氏のを拝借 し て い る 。 それ に つ い て は
後述す る 。

2.1， 音程動態とアクセント

表 1 の 1 ) [asuJ と[itaJ 即ち/ア 「ス/と/い 「た /の c /s の 項を
右へとた ど っ て ど覧い た だ き た い 。 前 述の 如 く 数の多い も のが音程
が高い 。 い ずれ も 尾高で， 共通点は， (イ )第 2拍②の方が音程が高

189 い 乙 と (① . ②の 欄が， 1 . 11く とあ る の は ①と②の高音部は 一一=
1 7 0  

1 . 1 1 の 意味) (ロ) 第 2拍が， /い「た/の場合 182c /sが続 き(一部上昇
が あ る が ) / ア 「ス/ も ， 継続時間 は前者 よ り短いが， 147 c/sの音程
がつづ き ， い ずれ も 消え の 部分を 除けば比較的音程IC変化が少い 。
3 )  / カ 「ゴ/では， 第 1拍の方がむ し ろ い く ぶん高い 。 ζれは東京平
板と尾高の 相違ではな く ， [asu， itaJ の 第 2拍が無声子音では じ ま

(4 ) 
る のに対 し [ka!JoJ の 第2 拍が有声子宮ーでは じ ま るせいであ る 。 従

噌
っ て音素の組立ての異 る 単語を比較 して音程の相違を云々すると誤 ト
りを お か し 易い 。 /カ 「ゴ/の第 2 拍 は ， 幾分上昇動態を 示 し て い る 。

4) [akuJ は第 2'1自に 無声子音 [kJ が先行す る か ら ， 1) [asuJ 
2) [itaJ 等と音采の 組合わせは同類な わけだが， 大阪/あ く /は①:
②の値が 3 ) / カ 「 コソと同 じ く > 1 . 02 であ る 。 第 2拍の音程動態は
平ら に近い。 こ れが大阪平板であ る 。

5 )  /イ 寸 タ /と6) / く 「 さ /の両者は， 二人の発音者の芦の 高 さ は
奥 る が， 共通点は第2伯の 母音の音程動態を 示す音程差が， 4) ま で
の も の と比べて値が大 き い ζとであ る 。 (太字で示す )房長に / く 「 さ /
の場 合は ， 乙 れがネウ ス ト ウ プニー氏の指摘 し た 「 お そ下りJ (，の(5 ) 
記号の 次 ぎ の音節以内， ま た は以後に下りは じ め る 場 合) の好例
で， 安) 1 拍の 高 さ は 第 2拍の 四角で図 っ た 数字の部分 め音程IC当た
る 。 c/sの 合計平均値も ， 152 c/sと 157 c/sで第 2拍の方がやや高
い 。 ア ク セン ト が， 音程比較では解決でき ず， 音程動態の あ り方が

重要であ る こ とがよ く わか る 。 も し も 第 2拍がとれと全 く 同 じ音程
動態で， 第 1拍が， 139， 130， 122， く ら い の音程だ っ た と し た ら ，
乙 の単語は， / く 「 さ / に は 聞こ え ず， / く 「 さ 「ァ/1ζ近い音に な ろ う
と想像さ れ る 。

音程動態の 微妙な変化を耳が捉え る 乙 とは， 次の 7) /あ 「す「ゥ/
8 ) /か「 き 「 ィ /の第 2拍音程が物語 る 。第 2拍の ， は じ め平ら に近 く ，
一一ーそζ は 第 l拍よ り高 く き とえ (音程比/あ「す「ゥ/が， 1 .  04， /か
「 き 「 ィ /の 1 . 00の 部分 )一一第 2拍の途中 か ら 下降 して (!あ「す1ゥ/
の 1. 08， 1 .  24， 1 .  31 ， /か「 き 「 ィ /の 1 . 15， 1 .  4 0 の 部分) き とえ る わ
けがよ く 理解でき る 。 な お ， 第 1拍の上昇は， ア ク セン ト と直接関



区立持動態kアクセシト (5昔・・ーI、h勾速長Eサけ札ハ・'-t_炉ド，'t!Lt，毛ιG位叫主刻M 吹'1:....-寸3
|い1. ，，-円. ヰ鴇晶唱也畠(.... 、H柄山判吋)"，静予骨.�強� 刀』 勾\.CIl :@) 事lけ書白

、F�. 

総
恥
l

Qι

ー ".�-..曹 司・. D ..，-...駒円 '-調、『・ . 、 0 "ヨ...，... ..._þ ‘d
① 弟11'白-tÐ-% ki)・(!) ①第Z拘母告 ( 〉内l主有事干普

(a.sú) 予告5 10立10眠14. . 的 1.33く l也ニユ皇. 1R�lj-7， /4-3， /39， ，) / (11 (， 
1) /ァ三/(章旗開

い --乙Jt ノ/.10 1・0 1.0 ト0 l‘oq 
工 ( 10刊叩〉 (2L_"，) 

(ito.) 7þ Iq， 1.19，11，7， 14.q，民ISS納" 147， 145 1. "く z∞1) 1 �5， 11J， 1 �5， /81，ス!?51Bi験"一18<1・185，18'1，1官1. I，'(� 110， Ib1同'-"�
劫/，/r，(6場AI1 y: 1.14- 1.07 1.01 1.0 /'1.0牛 トoι 1 . \0 

工 0，司刊】 ι3昔判明〉

S〔ぬ/ヵり501・/�崎、同
7's 143) m 131.. /3叫1;17，125， /2年 ，，> :>1、。ュ (12.とニ�Cニニニァ) 12t m .川均130， !2l， 125 
す， 1.05 1、口 トロ ? 1.03 1.0]， 
1 (14刊V柄下 (30相、明〉

(.o.k，，) 7s ，g4，/%，170，lb7，r11� 1位。17b，間m :>1、02 1%) 18;1.，�， 176. 119崎172嶋 柄崎167 � 176， 1�7， 11>0. 143 
4-) Iあく!Q抑制 r: I.O� /'1.13 1.02. 1.04 1.03 

工 ( 34-��) (q--ヲ
( ìto.) 75 I5. 131， 128， ql， 128. Il'i ? 1.03 161) lll l均 �)O�， I�， 100. %， qι， 88 

。/ィì7/ (腕司 r. 1.03 ムiム .L'i_ 
工 (11帽.，..) ピ3q判明〕

Ckusa.') . 18'1) 1もら 刷、I4-Q，川43，133% 1.10く 却の W， 17'1， 171>， 11Q ��\ lillJ�O.J't，q， /lj.3 /39 /301 'h 
(，) I♂さ/仰�k命 て ，. " 〈平均151匁】 1.0守

、 ムLエ
ー ムE..- / (平均"7<;:')

工 ( 3."，判) く21 �叩7
Ca.su) ?主 i3) lçq， 107， 105， 1 峨 陀ι旦;;1 勾コ11曾3 予E告 }

1.1 b< l川地問 ヘ巴ど17同I��I124114111. 1.95.l特例約，や。/あ明/怖NA 1: ノ川牛 ....，.，0 1.04�108 ムi土 ム主L叫均11拐
I ( 10__) fュq.，_，.，.，)

(ko..kì) 九 仁平均p.:..�) I .. H< "のm，白昼， /位。柄.í 185， 172 � "7， [irr:mJ '3D' (官。l判 ペニ�，I刊/4-7， /ω 〈平均17J.t
の州制54R r ? 1.03 1.03 J.O ム1正 .ム土l.〈雪村�、3 (13刊句、3 ば3r、

入

ギ
hm
ト
恨
側
・

岡田
Mm
川町
吋
U『

川世
忍
担
議
出
如



<D p、
/か「 き 刊/型は おíl 2 j自の は じめが平ら 又は それに近 く その後下降す

る 動態だ と い う 点であ る 。 音程差 だ け を 並べれば， 個人差に よ る 音
程の ち が い 等は 捨象 さ れて ア ク セン ト 型は音程動態で判断でき る 。

以 下4拍諸について説明 さ せて い た Y く 。

44 年度春の 国語学会 (於京都毎日 ホール) で 「大阪・*京 ア ク セ
ン ト と 音程動態」 の 発表を さ せ て い た だい た 折， 和田実氏よ り ， rた
と え ばむ ら さ きの よ う に 来京大阪で同 じ ア ク セントの も の の 相違点
は ど う か」 と 言 う よ う な ど質問を い た Y い た 。 そ乙 でその紋に 従
い ， 同 じ単語で同一型の ア ク セン ト 又は それに 一番jliい ア ク セン ト
型を 持つ も のを 選んだ。

それが， 表 3 東京方言， と 表4 大阪方言の も の であ り ，
ま と めた のが表5 であ る 。

先ず表 3 か ら ， /ア「カ チ ャン/は ， 第 2 jl�の は じ め は 第 1 j白よ り
高い 。 然、 し 乙 れは ) �2 拍が， 下降動態を 示 してい る ζと がJ !;i51 

がlを河く聞こえさすと考えられる。 表lの8) /く寸さ/ と 同 じ く
「 お そ下 り 」な わけ であ る 。

第2 t白が向い と 間乙 え る 場合 は ， 1 0) / ム 「 ラ 「サキ， 11) / タ 「テ1

モ //の如 く ， ( イ ) 第2拍は 第1 JJ'lよ り 高 く ， (ロ) 第 2 拍の 音程劾tL�
は 平 ら に近 く (上昇ーも あ り 下降の場合は ， 終 り の 部分を除け ば音程

2t 1 .  07 く ら い が限界で あ る 。 一ーその前に上昇があ る と か一つ一
つ の 条件は色々あ っ て 単純では な いが， 多 く は平 ら に近い) (ハ)第
3 j�1は 1 . 09 以上の下降動態を示す。 (稀に は 第 3 拍が平 ら動態lζ近
い ζ と もあ るが， そのJ見合は， 節2Júとの音12iEが， 1. 3 前後あ る 。)

東京大阪アクセント の比較2.2， 

係がな い 。 先行す る 子音に よ り 又母音lとよ り 異る か ら であ る 。
ア ク セン ト マーク を ， 柴田氏の方法lζ従い な が ら との型の場合 そ

れ に 背い て い る 。 柴田氏な ら 当然， /あ「す「 う /， /か「 き 「 い/ と 三伯(6 ) 
語lと さ れ る 。 音韻論上の分類は そう であ っ て も ， 乙 の現実は ， 2) / 
い 「た/が， 2 t白語で 乙 れ ら が 3拍語と は ， し に く い の であ る 。 乙 の
問題に つ い て は別 の 機会K述べ た い 。

とれ ら 表 1 の母音の音程動態を 示す音程差だ け を 表lと し た も の
が， 表2 であ る 。 こ れで切ら か に な る 点は ， ( イ )東京大阪の 尾高・
平仮と ， 京京大阪の頭市と の ね]巡は ， 第2 tljlCお い て前者が上昇又
は 平 ら に 近い 音程であ る に 対 し ， 後者"は�� 2 拍 の は じめか ら ， 1. 09 

以上の 音程比を も っ て下降動態 を 示す 点 で あ り ， (ロ) /あ「す寸ゥ/，
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lP-i 3 拍 ま での各母音の音程動態は ， 下降動態でなく， (ハ) 第 4 拍は 下
認
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大阪方言の場合を表 4 1 <:: 示す。 15 )/あ「か ち ゃん/は ， 9) ア寸カ
チ ャ ン/ と 閉じよ う に 第2拍は下降動態を示す。

16) /む「 ら 1さ き/， 17) /たて寸も の/両者の 相違は， ① . ②の音
程差にあら われてい る 。 (表中の*印， 但し， �る 単語を比べて断定
す る の は 危険で， た て 「 も の と タ「テ寸モ ノ と の① ② の 音程差は後
の 表 5 でごら ん い た Y く。) 両ア ク セ ン ト 型の① : ②の音程差 の 合 ヒ
音|平均 を 出す ( 合計平均 す る と と の意味については後述す る )と次

降動態 を 示す。
東京平板， と 尾高は ， 各拍の音程比較で言 え ば① く ② > ③ >④の

タイ プが多く， 他の ア ク セ ン ト 型 と の 相 違 点 は ， 14) /カ 「タマリ/
が示すよ う に ど の 拍に も下降動態を示す母音がな い ζ と であ る 。
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東京oro寸00型の場合は， 次のようである。

① ②  

。ro寸00 くL 27(11=24) (表6参照)

18) Iべん「ど寸し/のJZ合は， 第2 JÉIから応3 JI'.Iへの移行が1. 16 

∞ む司.



(表中会印) の音程差で上昇し更に 3 拍が上昇動 態交を 示 してい る 動 態を示 さ な い。
点が特徴であ る 。 東京平板の説明で述べた よ う に， 各 拍 の 比 較 で 21) /あくる ひ可/の特色は第 4 拍の は じめ平 ら で， 後 半に お い て
は ， 終り の 拍 に な る と 低い の が 常 である か ら ， こ の よ う な上昇は， 下降動態を示す点であ る 。 表1/あ「す1ゥ， か「 き 「ィ/の第 2t白 と 同 じ
耳 に は きわだ っ て 聞と え る 。 すぐ下の 19) /い き お 丸、/では② ① 動態の タ イ プ であ る 。 ζ の表では/あくる ひ--'，f!だけが 第 4 拍 の 継
の 項が 1 . 1 4  (表中ム印)の音程差で節 3 拍 が第 2 拍 よ り 低いわ け だ 続時間が長い感じであ る が ， 表 に は 省くが平板の 「ふろ し き ， あか
が， ζ の 215三拍の 低 さ は 聞 き 取 ら な い で， と の場合， 次の 第 4 拍の つ き 」 の 第4 拍も よ く似 た 長 さ であ り ， 長母音の場合 よ り は 短い 。
下降動 態lと よ り 高高高低の 如く山!と え る 。 東京大阪の両ア ク セ ン ト の音程を 比 政した のが表 5 である 。 と の

20) /かた ま り /は大阪平板 で あ る 。 ①・ ②は， 19) /い き お1い/ 表では， 表 3 と ， 表 4 の各拍の音程が ど う 下降し又は ど う 上昇す る
と 同 じ差(表中@印) を示す。 /かた ま り / に お いて は ， 各拍が下降 か そ の音程差 (表中 r の 項) を転載してい る 。
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(D [beJJ!]ofi] は ， 18) 東京の
場合下降の 部分が， 無 声化発音な
の で避け た か っ た が， 大 阪 00
ro --，o型の も の の う ち東京発音で
o roo --，o型 の は 乙れ一つ な の で
やむを得な か っ た 。

全体にお い て， 下 降動 態 (波
紋) の前の拍ICア ク セ ン ト がある
と い う 点は共通である 。 乙れは，
「 滝 J と 言 う 乙 と ばで次の音程の

下降を示す よ り ， む しろ， ア ク セ
ン ト 核の次 の 拍 が「坂J r傾斜」
である と 言 う 方が現実 に ふ さ わ
しい 。 と の意味で川上奏氏 「 ピッ

チグラ ムで見た 日 本語の ア ク セ ン m p、.
ト」の， rアク セントの 滝な る も



o αコ
ら ぬもの もあ る 。

D， 二つ の [bevgof日
を比 べ る と， /べん「ど1
し/の 方 の ①: ② は/ベ
「 ン ゴ寸シ/の ① : ② よ り
小 さ し ②. ① lζ 於 て
は ， 逆である ととがわ か
る ( カ印参照) ooo ro 
型につい て は 後 に 述 べ
る。

?fí 1 拍 と鈎 2 j自の音程
の 差を， 東京・大阪ア ク
セ ン ト JjIJで合計平均した
ものが， 表 6 である 。 ζ
れ ら は， 異 る 単 語 で あ
る か ら ， 不正確とも言え
る と思い， 同 じ単語で東

京大阪同一ア ク セン ト 発

音 の もの の 合計平均を 出 して比べたが (大阪A氏と東京T氏) 結果
は よ く 似て い る 。 そ れ ら の単語は， íあきんど， た ち ばな ， や ま ぶき，
わ る ぐ ち， む ら さ き」等いずれもoro寸00型であ る 。 そ れ ら 5筒
の それぞれの①・ ②の値は， 東京 く 1 . 29 で， 大阪< 1 . 1 8 であ っ た 。
との 値は ， 表 中， oro寸00型 (二段目) 東京 く 1 . 2 7と， 大阪A氏

< 1 . 16 の 値と大差ない。 従 っ て， 必ずしも同ーの単語で合計平均し
た 数でな く て も， 相当数の単語で合計平均して 出 した 値は 信頼でき

7でEト r臼、 「吋" 、 守

\ 
，-、、 rH1 ?EL1 =r 

� � 
SE ( 千Ft百� 

\ 
0� 込 kRJ 3ζ 、、，FlZJ 、、F'J i 、τ戸J ll 

-B 、� 」戸J 、Jーート h 、。 E吋、 F ，} 、v 、。 何、
，1[.骨
"" <:> ー c・ー - 一 e‘ 

T彰 r」、 'ýー-Jl| y V 11 
司@@ 、、� \ \ 'ý ^ 1\ 一

FF「 r刊、 、rH。、
r、河川手J 
、、 公 ，"，，0

\ 
� � f'"川D 2〕炉-。正4 町F師Q 4 』。t サ 〆ー『、 rー、 4、la、l 三三、ケ“FEJ、、 、‘rAt'ぜJ、lE、、 \'、FH

J 
『4之， -t-'LF4 ' 円。E 11 11 ι)UE L V ー"旬 、』。l l1 

4 、Fノ 」FZJ ) F 、:， 、Xd 、J』EJ J、StdlE 」叫S=J 、 sdM= 二FiーZム
、.dJ 巴':2: 、』 叶 〆、 、oD Oo q 。。 寸 〈一色V 問 一 〉 � � 、dぷ o 0 c: 0 -C3 -〈コ 6令。 . 宗 一 一 ー， ...:. _.&. 

ト :~、F二一一u'量3室塁言ミps 5
吉
「与予三E 

ー 一， 
" v 11 〉 v ^ 11 v ^ 11 V I、 H、一、、ー__/ 、ー『、戸一ー_/ 一�I�一一一一 一一一一 ト rF一「 一r一ヘ一 一 -一{' 一一一一

ずWn、1 ，丙5I1 rm 、 -;;;" 〆TU 
F 
旬、 戸a、s F，可町、 r円、、 T主，Tン、、 r乙τ、 Fτ 手句、 ，、

、RJ ll tl 、FaJ 、FlJi KJa= J 
、F11 J j、1Ed| 守ヤE 

〆τむ。旬、 -百〆とS、A 
J
' 】

」広J 、FlJ l 

占q5 ‘〉K )F 、J
。。庁、 、』 、。 円ラ 。- 吋cこ》 。ー 一 包tf 、042 叶<> I V 

キdF〈込. o ζコ c> 0 
v ^ 11 、3グ

� 士全 一， �司-'- 一， 一 - -' 
" V  11 〉 ゾ^ 11 V \1 I � v ^ I( V 、J
、一、，ー--' 、-..-一一J 、ー~ー--- ーー 》@ ー町、一---'

百討 一一一一 一一一一 一一一一 一ト一一一 一 一一一一 トーー ー「。す。 。 。 ro 。 。 。 。 。 LO 一台 。 。
日。 ro 「しっ 。 。 。 。みJ 。 [0 」つ ! 。 。、ミ弘、 「、3 LO 。 。 。。 。 。 。 。 。 。 。 。

説44
刷
事
喜岡
町円
台-ー
さtu
⑥一
@
》
fi

ま叫時叫
雲崎』
〔
と
制
空
間-
2
1
d

記
事e
G時
吋
舎
将一
時

な刈evtaw〉
，v m
き
菅
丞骨
三世ハ」
i

図
(7 ) 

の は ， 下降その もの である 」との論文は注目すべき である 。
C [tatemono]や E [ikioi]の よ うな 単語の第 1 拍 第 2 拍 が ，

大阪方言 IC於 て も①く ②の河さ である こ とか ら ， 東京と大差な い と
見 る わ け K は い かな い。 東 京 (C) の 1 7) ， ①- ②の場合の 1 . 45 く ，
(E) の 19) の ① ・ ② 1 .33 く (表中*印) の ひ ら き が ， 16) カ「タ マ リ
①: ②の 1 . 3 0く とともに その音程の相違を説 明 す る 。 (大阪の場合
いずれも 1 . 10く) 大阪00"00型 に は ， 第 1 ， 2 拍 殆ど 音程 の 変



る と いうζ と に な ろう。 (箇々の 異 る 単語で比較して結論を IJ:\すと
と は 誤 り を おか し 易いが。 )

東京二日 ア ク セ ン ト の 第 1 拍 と 第 2 拍 の音程差 は ， 従 っ て， 大阪
の それ より も 大 き いと 言え る 。 東京二 高 ア ク セ ン ト の 節 1 拍 の 低は(8 ) 
勾の音羽だと す る 説もある が， 単語 と し て の 00寸00型と oro寸
00型 の 相巡は 明 ら かである し， 更に， tr�lJ 2拍の 音程差の大 き
い点 乙 れ も， 東京oro"'oo型を00"'00 と 苫 く 表記 に ふみ 切 れ
な い理由の l つ である 。 詳細は後lζ述べ る 。

2. 3， 音程動態のわずかな違いがアクセント

型を左右する場合
表7大阪の 22) よ み寸もの と 23) わ「 る 「 ぐ ち ， との 両者は 誠に

よ く 似ている 。 ζ の 両者の 相違を 示すもの ， そ れは 知 1 拍 の 前半会
印( ) 内の 数字だけが， わ「 る 「 ぐ ち の 持つ余分な 部分である と 言
え よ う。 そ して乙 の 部分ゆえ に との両者は ， 異 る ア ク セ ン ト の単
語 と してき ζ え る 。 乙 れを見る と ， I奇起式低起式 と いうものが， 第

1 拍対第 2 拍の音程の問題だ
けでな く ， 第1 拍母音の母音
継続H寺間内での上昇動態の相
迩と いう乙 と に も関係のある
乙 と が わ か る 。 そ れ は 又，

ILOO"'OOIの表記(9) 00川口

の 確か さ を物語 る もの でもあ
る。
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次 に 24 ) キョ「オ 夕、、 イ と
25 )ザ寸イア ク の 第 1， 2 拍 の
[oiJ [aiJ の 部分の音 程 動 態
を見る と ， その後の部分は 下
降!lll)態 と は言い難い。 然し私
た ち の耳には， 頭if�fζ聞乙 え
る 。 所が大阪出身 者 の 中 IC 00 
は ， 00寸00型iζ聞 く 人 が



い る 。[0:， aiJの 部分は 2 拍 と 聞きわ け る に は 余 り に短い 。 も う

少 し ζ の継続時間をの ばす方法は な い だ ろ うか。 そ れ に は ， テープ
レ コ ーダー をお そ ま わ し に し て 聞 く 方法があ る 。 7t録音を 32で

問け ば 2 倍lζ継続時間を 延ばすとと に な る 。 乙 うす る と ， 誰が開
い て も (聞きと り 者 5 人) 00寸00型 に き く 。 そ の 後で 普通ま わ
し で 聞 い て も ， そ の実 態は 悶き取れ る よ うに な る 。 服部先生の 「多
音節の認にな る と そ の 方言 の 型 に 当て は めて感 じ そ の方言 に な い型(l2) 
に は感 じ に く い よ うに思はれま す」が， 実感 と な る 。

/サ、「 ィ ア ク ， キ ョ 1オ ダイ/を大阪の 26) /ざ「い寸あ く / と 比 べ る
と ， 前二者が， 東京二i克lζ は問ζ え な い理由が わ か る 。 東京二高で
あ る た め に は がi述の 如 く ， ①< ② の 差が条件で あ る か ら ， 乙 れ ら /
ザ「 イ ア ク ， キ ョ 寸 オ ダイ/をわれわれが頭高と 聞き取 っ て い る の は ，
二日よ り も 頭高lと よ り 近い と い うに過 ぎ な い ， そ し て大阪の よ うに
0 0 "00型 も ある 地域の人の よ うに 正確に聞き取 っ て いな い こ と
が 明 ら か と な る 。

大阪 2 7) / き ょお「だい/は/ざ「い「あ く /に比べ る と 後者即ち 26)
が， 背程の低い所か ら は じ ま り 相当な音程差を も っ て上 昇 し て い る
の に比べれば平 ら 動 態 に 近 い。 然 し， 乙 の/きょお寸だい/が又， お
そ ま わ しで 聞 く と ， oro.，oo型IC 聞 こ え る 。 そ れに比べ 31) / お
お「かみ の 方は ， おそ ま わ し にする と， 頭日IC 聞 と え る 。 ζ れ は
[o:J の終 り の 部分がや 』下降動態 で あ る (下降音程差 1 . 11) 乙 と
が原因 と 思わ れ る 。

重母音で明ら か に頭高と 問 ζ え る も の と ， 00寸00型lζ 問乙 え
る も の と の 区別は， 29) / チ ョ寸 オ ナ ン/と， 3 0 ) / ち ょお寸な ん/の 青

程動態を見れば明らかで ある。 前者 [o:J の 終 り の 部分の わずかな

下 降， 3 0 ) の ， 音程IC変化の少な い 動 態， との 相違で ある 。

と し て み る と ， 低起式 と い い 高 起 式 と い い 或は 00"00型o &'l 
ro.，oo型の 悶， と い う も の は し、ずれ も 誠に 微妙な 相違で ある ζ と
が， 乙 と に長母音や 重母 音に お い て は言え る 。

こ の表の第 3 拍 *印の 部分iζ もふれねばな ら な い 。 殆どの単語が
「下降!IlIJ態を示す拍の前IC ア ク セ ン ト 核がある。J との とと は 川上氏
も 指摘さ れ た とと は既に 述べた。

然 し， 乙 れ に も 又例外は あ る 。 2 8) お お 1か み の 第 3 拍， 下 降
1 . 0 8， とれは ま だ し も 。 次の 29) チ ョ寸オ ナ ン の 第 3 拍 の 音程動 態
を示す音程差は 1. 0 3， とれでは殆ど平 ら で あ る 。 然 し とれ ら の 場合
は 前 の 拍 よ り も 1 . 3 以上 の 音程差で ζ の拍 の 音程が低い。 こ う し た
例 も 稀にある。

(l3) 
泉井先生の 「常IC枠に は ま り きら な い剰余ができる 。 ……υ」 を

あら た めて 考え さ せ ら れ る 。 ζ の 項に のべ た よ うな あい ま い な ， わ
か り に く い も の にとそ 目を向 け ねばな ら な い の で あろ う。 そ ういう
も の に とそ ， ア ク セ ン ト の本質 も ま た 隠さ れてい る の で あ ろ う か
り。

3.1， /にんじん/か/にんじん/か/にんじん/か

和田実氏は， r方言学概説」 の 中 で ア ク セ ン ト を， 誠lと あ ざや か(l4) 
に 説明 さ れ る 。 そ の 中 で次 の よ うに 述べ ら れ る 。 「高知の低起式は，
第 1 拍 だ け が低 く て第 2 拍 か ら 核 ま で 高い が， 亀山 ・ 京都低起式
は， 核 の 拍 だ け が高い 。 (中 略 ) 京 都ァ， の低起式の 音相に つ い て
は異なった見解 も あ る 。 《ニ ン ジ ン・モ グ ラ モ チ と だん だん 高 く な



医到 ぁ 川町型 (付 加帆 刈叫M胤 "f.�l量11北碕1哨刷。叫位J)
1. 03 以下の も の や ① ; ② の比較

での 1. 03く 以下の もの或 は 下 降
の 易 1 ;陶 。 ; ② ② J; :l 拘 ③ :③ ⑦ j主.11全 ③ ・ @ ③釜f幼 ( > ) 上昇 ( < ) いずれの場合で

も 1 . 01 の 値を持つもの な ど は 問
題 に な ら ぬ変化と思われ る の で，
そ れ ら を 問題外と し て考えれば，
次 の よ う にな る 。 到] ち/あ日吉てて，
い き う め， かたかな， がっと お，

が っ こ お/である。

31) め V\ ð- r; 、 5昔 ( 1.04.く】 ( I.O�く) 2)(J ( = ) 2ω < A  比) ，'. 」旦'L11叫f161AltPEE h21M円1z 1.oq ..l&f，_LJ.並_1Q 旦1m 1.0主 よQ.__t.且L__1姐3l) い き ヲ 、 % ISS 【 1. 1 0<) F1 01 101pl !o?l O iO 
( =  ) 170 ( 1 . 1 3 く ) 131 (A fx，) '(. I 1.02. 1 .01 1. O. 1.0 Ul.___!QLl'LQI�l些

3法 "5' く 1 .030 170 ( = ) ITO くI.oq く 〉 185' 33) 司、「二 申f、Arな�) 可r 1.1 1 . 0 。 01. 1.0 1 01 J.ob f..QU_胆1I'I.Ol 1.05 
3t) n"� こ 、 ノ，量 附 。 ( 1.01<') !ω ( 1. 04く 〉 161 

(A e.，) ? 1.0， /'1.04， 1.11 。 /"1.01 之LQLJ.Qよ且H) 台、 :_r，払 .% 1 18 。 c> 1，0 1 ) 1 1 "' (1. 0 '- く ) IIt ( N �) 'ド /'1.17 同 じ 方法で， 表 8 ( 1I ) を検討 し
よ う 。 表題の に ん じ尤を a 型， ICえ�t尤を b 型， IC!V G !V を c 型と
仮 り に 名 づ け る 。

/' 1 . 03  l' l.OJ 1Li._o2. 1.0(， 
総 る 》 とす る 池田要氏や， 渡辺実氏の説， それを 《ニヲすヲ ・ モすす
} モ チ と第 2 拍 か ら 高 く な る 》 と見倣す奥村三雄氏の説一ー し か し い2 ずれと見ても弁別的特徴 に は 変 り がな く /Lニ ン ジ ン//Lモ クR ラ 「モ チ
入 /である 。」
4' 又， 川 |上務氏も/L ノ ニ ン ゲ ン/， /Lノ サ ケ ノ 「 ミ /の表記を 主 張 さト (11)
眠 れ る 。
阪 と れ ら の大阪ア ク セ ン ト に於 る 実態は ど う であろ う か。 そ れを示
凶 す の が， 表 8 の ( 1 ) と( II ) であ る 。 ζ れ ら は大阪 A 氏 N 氏 2 人の

だ 4 ， 5 拍語でζ の型を持つ単語のすべてであ る 。 巾 は そ の階部ヴ だけ載せ た 。 従 っ て こ の 表 に あ る ゅ の項の数字は r の 項IC J'
長 印があ る 場合は上昇 し て そ の 音程 にな っ た もの ， 矢印の な い 拍 では
言 そ の 音程か ら 下 る ものとど貯 た Y き た い。 但 し， ζ の ア ク セ ン ド
議 型 の 音程動1�は各泊とも変 化が少な い の で， 表中 c/s の 項の数字そ
器 れ を そ の J自の音程とい う よ う に大ま か 問 えて い た だい て もよ い と

思 う 。 乙 れ ら の ① . ②， ② : ① の よ う な 各拍音程比較の首程ぷ >

36) { A氏あた り ま え ( a 型)

\N氏あた り ま え ( a 型)

3 8) { A氏 う し ろ だ"'f ( a 型)

\ N氏 う し ろ だて

4 0) {A氏わすれもの
\N氏わすれもの ( c 型)

37) / A氏 お ひ とよ し
\ N 氏 お ひ とよ し

39) { A氏jJこ とさ宮 ( b 型)

\N氏ふた と とめ

41) A氏けんび き ょ お
42) N氏ま つの う ち

最後の拍をあげ よ う とす る 意図がそ の前を下げ る とい う と とにな
ろ う か ら ， 型の 7 ー ク の な い もの も殆 ど が a 型lζ 近 い と言 え よ
う 。 4 0) N 氏わすれもの も最後の拍が 高 く 問 ζ え る 。 東京平仮 ワ
「ス レ モ ノ の終 り ニつの拍とそ の 両者を比べてみ よ う 。

① ・ ④ 第 4 -11:1 ④ ⑤ 第 5 tlJ 
ワ 「 ス レモ ノ ー ( > 1 .  24) 125 c/s 1 .  06， 1 .  06 ( > 1 . 09) 1 1 8 c/s 1 .  05 
わすれも「の ( = ) 1 1 1  c/s 1 .  06， 1 .  06 ( = ) 111  c/s 1 .  06 

g 
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:>jl.板と聞き取 っ て い る 方はUí 4 柏以後がずい ぶ ん低 く な っ てい る
と とが4っ か る。

次 1[./も ぐ ら もち/の矧で説明を続け る 。
表 9 /あお'IC' さ い等の 単 語 は， 大阪00'0'00型の認で東 京

では0'00寸O型lζ発音 さ れ る もの を 選 んだ。 ζ れ ら すべ ての単語
に共通な点は， 第 4 ， 5 拍が下降動態を示 し てい る点である。 そ 乙

和田氏の 「京都の低起式は核の拍だけ が日い」 は ， 以上の如きb
型 c 型のある にか 』 わ ら ず， 誤 り と は言 え な い 。

èX') 



で 次 lζ第 1 ， 2 ， 3 拍 の音程について調べ る と ， ① . ② . ③の関係
が， 下 中 上 あ る い は それ に近い も の は， 大阪/あ さ 「ね寸ぽお， い ん
「 ど「 じ ん/， 下下上或 は そ れ に近い も の は大阪/ あ お r lC-' さ い ， う み
「ぽ寸 お ず， ま つ「の「 う ち/で あ り ， 下 上中 が東京/ ウ 「 ミ ボ1オ ズ/，
そ して ， 下上上の 関 係 の も の は京京/ア 「 オ ニ「 サ イ ， ア 「 サ ネ 1ボ オ ，
イ 「 ン ド 「 ジ ン ， マ 「 ツ ノ 寸 ウ チ/ と ， 大阪の/か 乙 「お1がん/で あ る 。

/か こ 「お「がん/は 明 ら かに① く ②= ③ > ④ >⑤の関 係、で， 乙 「お寸

の問で， 196 c/s の音程 は 18 波長の間続い てい る 。 /:お ま 「え「た ち /
も と れ に よ く 似て い る 。 音 凱 論 的 lζ は， 東京の/ コ 「マ ギ レ/ と / コ
「 オ パ ン / に お い て ， 実 際 に は 後者は第 1 拍 か ら 第 2 拍 への上昇がな(14) 
い が， r補い あ う 分布」 と して両者を同ーと 見 ら れた 例 と よ く 似 て
い る が， ζ の場合は む し ろ ， 同 じ音程が続 く ゆえ に第 3 :1自;が耳立 っ
て 実 際 に は ooro寸00 と 問 乙 え る と い え よ う 。 東京オ 「 マ エ 寸 タ チ
は ① く ② > ① > ④ 〉 ⑤で あ る 。
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さ て， (43) � (47) の単語を， 大阪，
束京別 IC， そ れぞれ① : ②， と ， ② :
③の合計平均を し て み る と 次の よ う な
数が出 る 。

① ・ ② ② : ③
r 1 . 09 く (n=4) 1. 09く (n = 5)

大阪 ll = (n= l) 
(1 .  03 < (n=1)  

京京 1 . 22く (n = 5) � = (n =l)  
l > 1 . 05(n =3) 

各拍の首程を大ま か に 1 � 5 ま での
数で表 し 5 を高い も の と すれば， 次
の よ う に な る 。

大阪 34521

東京 25531 

合計平均 し た音 程 で は/Lノ 000-'0
0/あ る い は/LOOO-'OO/の 表 記 は お
適切だ と い え る 。 が 現実 に は， /あ さ



「ね「ぽお/の よ う に下中上型， / う み「ぽ1おず/の よ う に下下上 も あ
る 。 ち ょ う ど/にん じ「ん/型 に お い て ， í核の 1Á だ け が高いJ と い う
発 音 に は ， そ の 前 の拍 が低か っ た り ， 音程 と し ては前のjl�1 と 同 じ と

い う 事実 が あ っ た り し た の と 問機， 第 3 虻lを可 く あ げ る と い う 芯図
は ， 下下上， 下中上， 二重又は長母音 に あ っ て は 下上上 さ え あ り 得
る 現実 か ら は ， と の型の表記 と し て は， /L う み ぼ寸おず/で も / う み
「ぽ「 お ず/な い し/ う み ほお ず/で も ， 五十歩百歩の よ う で あ る 。 / に
ん じ「ん， も ぐ 「 ら 寸 も ち /が， 実態を示す も の と し て も ， 適 切 か と 思
わ れ と の 表記を選ん だ。

3. 2， / ト 「 モ ダ チ/と/オ 「 ト オ ト /

小林隆治氏の 「 日 本語 (東京方言) ア ク セ ン ト の 二 重 性 に つ い
て J IC次の記載 が あ る 。 í:5jZ板式 [OOOOJ と 起 伏式尾高型 [0
OOOJ と を比較す る と ， 単独の発音 で も 文章中 の発音で も ， 前者
の方が語頭 lζm る t界 仰が小さ く な っ た り ， ピ ッ チ ， レ ベ と主旦主
の も 幾分低 く 実現 し た り す る 。 要 す る に起伏式 (有絞語) は 一般 に
ピ ッ チ ， レ ベ ル も 形 も 安定 し て い る の に対 し平板式 (無格諮) は レ
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ベノレ も 形 も 動揺 し不安定な 傾向 を示す。J (下線筆者， 但 し， 乙 の論
文のね ら い は別の点に あ る 。 そ れ については月IJ簡に論 じ な け ればな お
ら な い の で 今 は お く 。 )(14) p. 174 

又， 和 国 主氏は前掲;5 に お いて次の よ う に述べ ら れ る 。 í�友迷』
と 『弟』 と は それだけ発音 し た の で は 区別が判 ら な い 乙 と が多い。
し か し 『が』 の よ う な 附属語でな く て も どんな型の 自 立語が接 し で
も 音調が ちが う 。 一一 ト 「 モ ダチ イ ク ト 「 モ ダチ ク 寸ノレ ト 「モ ダチ
グ マ 「 ス オ 「 ト オ ト 寸 イ ク オ 「 ト オ ト 1 ク 勺レ オ「 ト オ ト 寸夕、7'"ス

あ る い は， �友達 !?� �弟 I?� と 驚いて反 問 す る 場合な ど も ち が い が
明 ら か に な る 。 ζ れ ら の ちがいを， ⑥ と ④ と で， ま た は/0000/
対/0000"'/で表記 し わ け る 。 J (筆者下級)

小林氏の ピ ッ チ グ ラ ム の 例は， 二Lモ オ 下 と 上モ ダ チ (氏の マ ー ク
に よ る ) で あ り ， 和 m 氏の 例 は ， ト モ ダ チ ， と オ ト オ ト 1で あ る 。
[tomodatfiJ 対 [imooto， otootoJ で あ る 点が気にか か る 。 そ ζ で
手持 ち の資料の 中 か ら / ト 「モ ダチ ， オ「 ト オ ト /及 び大阪の/ と も だ
ち ， お と お と /を選んで表 に し た のが表10で あ る 。 ト 「モ ダ チ と オ「 ト
オ ト の① ・ ②の音程差を見 る と ， 後者の方が大で あ る ， 然 し ， 同織
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に大阪平板の両111誌を比絞 しで も/お と お と /の方が
廷が大 き い。 音程， ピ ッ チ や 強 さ ， レ ベノレの相互己，
或は感嘆文や問い に し た 時の 相i@な ど も ， 乙 れ ら 音
素 の組立て の全 く 異 る し 単語で試みて も 無理 で は な

かろ う か。 藤村叩j氏の 「問題の要素だけ 異 っ て他の

要素が全 く 同 じ も の について比較 し 得 る 場 合 で な い(17) 
と 安心で き な し 、」 は実験音声学上留芯すべ き 点 と 思

わ れ る 。



な お， 子音の発音が母音IC与え る 影響 につ い て は ， 桐谷氏の論文
lと， 他の条件を全 く 同一 に し て子音だ け入れかえ た 発音で実験 し た
「音声の Pitch-contour を支配す る 言語的要因 と そ の 効 果 に つ い(18) 

て 」 が あ り ， そ と では ， そ の原因を， 声fi; 上下の圧力差 の 問題 と し
て説明 さ れて い る 。

さ て， 問題を も と に民そ う 。 ト 「モ ダチ 型 と オ「 ト オ ト 型金所属単
語の① ②の音程差を合音| 平均 し た結果を次lζ示す。 ( ト 「モ ダチ型
か オ 「 ト オ ト 型かは， 全単語lζ 「がJ を つ け 発音 して も ら っ て録音
し た も の に よ り 分類 し た 。 )

線
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ト 「モ ダチ 型
① ②  

オ 「 ト オ ト 型
① . ② 

と も だ ち型
① ・ ②
1. 05く (n = 18)

= (n =2) (ハ)> 1. 04 (n= 3) (ニ)
(ハ) は/ し ょ お た い/

/ ち ょ お ほ お/
(ニ) は/し 、 ろ がみ/

/ し おずけ/医� / ζ ずかい/: 上 の ① : ②の数字を 見 る と ， 単語の ア ク セ ン ト と し て の両型は そ(19) 
品 の 区別 は 認め ら れな い。 ( ζ れは っ と 時田一氏 も 指摘 さ れ 柴田氏( 3 )  (21) 
言 も 実験資料を も と 同明 さ れた返 り で あ る 。) そ 乙 で語中心 問 え(3  ) 議 れ ば， そ の ア ク セ ン ト 表記 は ， “ と も だ ち (弟) … ー orooo" と
制
村耳
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ドにに口
1. 1川以川…16<阿刈6収州ωく叫仰(何n

= (作n=2幻) (付川イ付) > 1. 03 (n = 1) ( ロ )
( イ ) の所属単語/ギ「 ン コ オ/

/ カ 「 ン ザ シ/
( ロ ) は/ダ「イ ガ ク /

1. 16く

れ に つい て 次 に述べ る 。
い う と と に な ろ う 。 と の語頭の表記 に つ い て は反論 も あ ろ う か ら そ

3. 3， /or/は ， 句の音調か
(7  ) 

川上奏氏は 「 ピ ッ チ グ ラ ム で見た 目 木諮の ア ク セ ン ト 」 で音声学

的 lζ優れた論をす 』 め ら れた。 そ の 中 で， ( ア 「 レ ワ ウ 「 マ イ 〕 の 例
を あ げて， r� ウ マ イ 』 の ア ク セ ン ト は最 初 か ら / ウ 7 ' イ /な の で あ
る 。 そ し て そ れ以外 の 何 も の で も な い の で あ る 。 た だ そ れが， 句頭
と い う 特殊の位置 に立 っ た時K， ウ か ら マ への上昇が起 乙 る の で あ
る 。 上昇は句頭 の イ ン ト ネ ー シ ョ ン で あ る 。 」 と して説得力 の あ る
論を実験資料を土台 と して 展開 さ れた。

和 田 実氏は， 東京の ア ク セ ン ト について， r�第 1 拍が低 く 云 々 』
の音相説明 には少 し補訂が要 る 。 と い う の は ， 近年東京方言の イ ン
ト ネ ー シ ョ ン の 研究が進んで来た結果， 従来単語の ア ク セ ン ト の問

題 と さ れて い た く第 l 拍が低 く 第 2 拍以下が高 く な る 〉 現象は， 単(14， p. 173) 
語か ら 切離 して句の音調 だ と 見 る べ く な っ た か ら で あ る 。 」 と 説明
さ れ る 。

私は そ れ ら の論 lζ敬服 しつつ も ， 東京大阪単語の 持 つ 音 程 の 相
違， と の現実を前に して語頭イ ン ト ネ ー シ ョ ン と い う 乙 と では割 り
切れぬ も のを 感 じ る 。 又， 例えば， ( ア レ ワ ム ギノ f タ ケ ダ， ソ レ ワ
オ カ ド チ ガイ ダ〕 等， 息の長い場合は ど う で あ ろ う か。 そ う し た 多
く の ケ ー ス が， (ア レ ワ ウ マ「イ 〕 の よ う にい く か ど う か。 又 「 う ま
い」 の よ う に母音で始ま る 場合以外 も 調べ る 要があ る 。 単語ア ク セ( 3  ) 
ン ト と 平行 し て， 柴田氏の言わ れ る 「統辞論」の問題 と し て/あれわ「
む ぎ「ば「 た け や/ (大阪) 等 と 合 わせ考えて行 く べ く 極 々 の 実 験 資
料を整え な け ればな ら な い と 思 っ て い る 。

今ま で に英単語 400 箇の米人発音 に よ る 録音 ( 日 本語の場合 と 全

r、∞ 



く 同 じ条件での) で， 同様の動態測定を し て見 た が， そ れ ら は， 日

本単語 と 異 る 点がー， 二あ る け れ どや は り ア ク セ ン ト は音程動態で

説 明 がつ く 。 ( そ れ につ い て は稿を あ ら た め る 。) 単語の ピ ッ チ ム ー

ヴ メ ン ト (音程動態) が， 文中 で ど う 生か さ れ る か又 は ア ク セ ン ト
位置 に よ り 異 る パ ッ チ パ タ ー ン と し て あ ら われ る 。 そ こ が重要点の
よ う に思わ れ る 。

日 本語の場合大阪方言は文中でかな り 単語 の ア ク セ ン ト が生 か さ
れ る の に比べ束京 で は文節が続 く と 平 板 化 す， そ の 傾 向 と ， と の

「句の音調」 と は ど 乙 ま で主な る 問題 な の で あ ろ う か。 他の言語 と
も 比べ て い く と い う 視野に立 っ て あ ら た め て 調べ て い き た い と 思 っ
て い る 。

4.1， 音韻論と実験資料

一つ一つの波長を測 り 計 算す る と い う 至極原始的な 作業を重ね続
け て得 た と と は先ず数の連続即 ち 音程変化の状態が ア ク セ ン ト の決
め 手 に な る そ の実態が見えて来た 乙 と で あ る 。 一方， 人間の と と ば
の音程 と き こ えが読めて く る につれて， ア ク セ ン ト 表記の よ う に，
すべて き れい な 枠 の 中 に入れよ う と す る 作業か ら は 常 にす く い も れ(20) 
る 「剰余」 が派生 し ， そ れ は避 け ら れな い ， と い う と と が実感 と な
る 。 表記の問題は ， そ の 乙 と を 十分承知の上での よ り 鮮明 な 枠作 り
と い う ζ と にな ろ う か。

終 り にjj�JI:先生の祖jJ文を 引 用 さ せて い た だ く 。
r. … 今 日 使用 さ れ る 実験装置は， 主将 に ソ ナ グ ラ ブ と ソ ノ グ ラ フ

の みで は な い。 《 ヴ ィ ジ フツレ ・ ス ピ ー チ 》 の 名 も ， 古 く ベノレが命名

し た と き と は全 く 変 化 して， 電子工学的な新 し い意義を にな っ て伎

用せ ら れて い る 。 と れ に伴 っ て 《ゼ ロ 交文》 の事実 と 概念 も ま た生

吉有ミと き た。 特定の 個 々 の音声を， そ の 特定性において性格づけ る 詔
根本の現象が， こ ζ に み い だ さ れて き た と い わ れ る 。 従来， 思弁性

の つ よ か っ た 音韻論 も ， 乙 の事実を あ わせ考え る べ き l侍が， も う 来
て い る の で は あ る ま い か。

数理の 動 き が十分 に駆使せ ら れ新 し い装置 と そ の デイ タ に よ る 理
論が十分に適用せ ら れた と き ， は じ め て言語学は， 十分な意味 に お(20) 
い て世紀的な性格を も っ た と す る と と がで き る であ ろ う 。J (1956年)

す で に音声学的手法を駆使 し て の 研究が， 進め ら れてい る 現在，
と の稿な ど は ， そ の ほんの入口 で う ろつ く 程度の も の に過 ぎ な い。
然 し， ζ の積の作業は誰かが一度は し な ければな ら な い も の の よ う
に思わ れ る 。 そ れは， 人 間 ら し い声， 日 本人 ら し い 乙 と ば と は何か
と い う 研究の さ 与 やかな ア プ ロ ー チ のーっ と 考え ら れ る か ら で あ
る 。

ζ れ は ， 44年 度 春 季 同 活学 会 で 発 表 さ せ て い た だ い た 「 大 阪 ・ 東

京 ア ク セ ン ト と 音 程 動 態 」 を も と に ま と め た も の で あ る 。 当 日 は 音

程 動 態 の 説 明 IC 時 間 を 多 く 袈 し ， 志、 を 尽 く せ な か っ た 。 こ の 杭 に し

て も 556 11l 語 3 人 分 余 の 資 料 を か 詠 え て い な が ら ま ζ と に r uζ 満 た

ぬ も の で あ る 。 又 の 機 会 に 柿 わ せ て い た Y き た い の で ど J))J ii' を い た

Y け れ ば 卒 で あ る 。

以 f:ilijjHI・ 先 生 ， ソ ニ ー の 仙 村 同 士 ， そ れ に 乙 の た び の 机 を ま と め

る 原 動 力 と な っ て 下 さ っ た 徳 川 宗 氏 氏 ， 及 び ， 次 の ， 文 献 の 椛HC 登

場 さ れ る 先 体 ブf ， 先 輩 諸 氏 lζ 感 謝 の 念 を 搾 げ た い 。 (1969. 9) 
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